そんな こと を 考え込ん でいて、 いい ものだろう か。 戦 

争 は、 すでに 始まって いるの だ。 軍人 は、 ただちに 部 

署 について、 敵襲に 備え、 または 果敢に 攻撃に 出な け 

れ ばなら ない。 —— それと 同じで、 氷河期 は 刻一刻、 

近づきつつ ある。 すでに 大砲 は 鳴り、 爆音 は 響いて い 

る。 それになん ぞゃ、 科学 を 理解す る 力 もなくて、 科 

学 を 検討しょう というの は、 何とい う 愚かな こと だ。 

科学の こと は 科学者に まかせ、 あなたがた、 科学の だ 

す 結論 を 信じて、 処置 を すれば いいの だ。 そうで はな 

ヽ > I 

レカ」 

総監 は、 当惑 顔であった。 



やがて、 頻々 と 大地震が 来る。 そして 火山が 活動 を 

はじめる。 —— 博士 は、 それが いよいよ 氷河期の 徴候 

だとい うのだった。 

総監 は、 博士の 言葉が、 いっこう 腑 におち なかった。 

彼 は、 いっしょに 連れ立つ てきた 四 人の 権威者の 方 を 

ふりむいた。 

ところが、 その 四 人の 権威者 は、 いずれも 眉 を ひそ 

めて、 博士に は 知れない ように、 かすかに 首 を 左右に 

ふった。 

(博士の いう こと は、 信頼で きません よ) 

(やっぱり、 精神病 者です よ) 



「どうしたので すか、 北 見 博士」 

「ああ -」 

博士 は、 うめいた。 

「おお、 これ は 大きい ぞ。 大地震の 襲来 だ。 さあ、 あ 

なた がた は、 すぐ 避難せられ たらよ かろう。 とうとう、 

恐るべき ものが、 大 徴候 を 投げつ けた ぞ」 

そういって、 博士 は、 よろよろと 足 を 踏みし め、 戸 

口の 方へ 歩いて いった。 

戸口 を 護って いた 警官が、 おどろいて 博士 を 押し戻 

した。 

「なに をす る。 貴公 も、 早く 避難す る ことじ や」 



河 期が あつたが、 いずれの 場合 も、 地球 はいつ たん 氷 

河に 蔽 われながら も、 いっか 氷が 融けて、 今日と 同じ 

く、 地球の 大部分 は 氷が なくなつ ている。 もし、 本当 

に 地球が 冷えた もの だとす ると、 前の 四 回の 氷河期の 

のち、 氷が 融けた 〔# 「融けた」 は 底本で は 「触け た 匕 こ 

とが、 ふしぎで ある。 まあ、 そんな わけで、 地 殼の変 

動の ために 氷河期が 来る という 学説 は、 すこしお かし 

いところ が ある。 要するに、 自分た ちの 考えで は、 現 

在 活発なる 活動 をつ づけて いる 世界的 噴火が、 今後 勢 

い を 減ずる ことなく、 このまま、 百年 も 二百 年 も つづ 

くので なければ、 氷河期 は 決して やって こないで あろ 



青 倉 先生 は、 これ を 目して 一時的 現象と いわれました 

が、 私 は、 これが 相当 長く つづく ので はない かと 心配 

する 者です。 従って、 気温 は、 さらに 低下して いくの 

ではない か」 

「そんな ことはないだろう。 噴火 は 局部 的 だ。 そして、 

噴出 物の 灰 は、 今 もどん どん 落下して、 地上に 堆積し 

つつ ある。 だから、 今後 それほど 顕著な 気温 降下 はな 

いと 思う。 それに 地殻の 変動に よって、 大地の 温度が 

うんと 上昇して いるから、 まるで f 鐽を かかえて いる 

ような もので、 地表 は 春の 如し さ。 心配 は あるまい」 

青 倉 教授 は、 楽観 説 を 持して いる。 



ようです」 

「今までの 費用 は、 どこから 出て いるの か」 

「博士の 舎弟が、 カルフォルニアに 大きな 農園 を 経営 

してい ますが、 その 舎弟から、 二百 万 ドルの 融通 をう 

けたそう です I 

「博士 は、 アメリカ人 をす くうた めに やって いるの だ 

ろうか」 

「それ はよ くわ かりません が、 女史の 持って きた 手紙 

を 信用 すれば、 日本人 を 救う つもりでしょう」 

「だって、 アメリカ だよ、 その 避難 坑は」 

「な あに、 飛行機で 飛べば、 たった 一日で 太平洋 を 越 



えて 行けます。 博士 を 信じて いいのではないでしょう 

ゝ I 

力」 

多 島 警視 は、 総監の 質問に 対し、 いちいち 明快な 答 

を 与えた ので、 総監 はたい へん 満足の 様子であった。 

そこで 警視 は、 たずねた。 

「閣下。 それで は、 北見老 博士の 依頼して きた こと を 

ご 承諾になります か」 

すると 総監 は、 しばらく 目 を 瞑 じて、 黙って いたが、 

やがて しずかに 口 を ひらいた。 

「吾輩 は、 そのような 事業の 表面に 立つ こと を 許され 

ていない。 たとえ その 筋に 持ち出した としても、 なか 



よって 護ら れ、 日本の 避難 坑は、 志々 度 博士 を 最高 指 

導 者と して 護ら れ ていた。 

北 見 博士の 予想 はみ ごとに 適 中して、 ついに 第五 氷 

河 期 は 来たので あった。 火山からの おびただしい 噴出 

物 は、 高空に 沈滞し 太陽熱 をす つかり 遮断して しまつ 

たので ある。 そして この 恐るべき 第五 氷河期が ついに 

来たので あった。 

博士 は、 別に 誇らしげ にも 見えない。 いや 博士の 面 

上に は、 以前に もまして 沈痛の 色が ただよつ ている。 

(ここまで は 氷河期と 闘って きたが、 これから 氷河の 

融け 去る までの 何十 年 何百 年間 を、 はたして われわれ 



は 持ち こたえる ことができ るだろう か。 まだまだ 自分 

の 準備 は 非常に 足りなかった ので はない か) 

博士 は、 誰に もい えない 悩み を 胸に 抱いて、 ひとり 

で 闘って いるの だった。 
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